
第５回敦賀警察署協議会 

 

開 催 日 時 令和４年３月７日 (月) 午後２時３０分～ 

開 催 場 所 福井県敦賀警察署 

出 席 者 
敦賀警察署協議会委員６人 

敦賀警察署員４人（署長、警務課長等） 

協 議 会 の 概 要 

１ 会長挨拶 

２ 署長挨拶 

３ 警察署協議会代表者会議の結果報告 

４ 令和３年治安情勢説明 

(1) 刑法犯認知件数の推移、罪種別の認知件数 

(2) 特殊詐欺の発生状況 

(3) 重要犯罪等の発生・検挙状況 

(4) 交通事故の発生状況、人身事故の特徴 

(5) 主な事件検挙 

 (6) 重大事故の発生状況、交通事故抑止対策 

５ 意見交換 

 〇 委員： 高齢者の交通事故は増えているのか。 

 ● 警察： 高齢者の事故については、運転者・歩行者ともに多くなっている。 

       今後は、高齢歩行者に対する反射材の貼付活動を積極的に行っていきた

い。 

 〇 委員： 不良グループを摘発した事件は警察へ通報等があって発覚したのか。 

 ● 警察： 情報提供を元に内偵捜査を進めて被疑者を逮捕し、被疑者の取調べ等に 

より事件の全容解明に至った。 

〇 委員： 特殊詐欺（架空請求）事件は、どうやって被害が発覚したのか。 

● 警察： 被害者は、訴訟関係の示談金名目でお金を騙し取られている。 

犯人は被害者に対して「示談金は将来的に金融庁で保証してくれる」と

説明している。 

被害者が複数回に分けて現金を騙し取られた後、金融庁に問い合わせて

被害が発覚したもので、その後、警察に相談があった。 

       犯人はいずれも被害者宅に現金を受け取りに来ていた。 

〇 委員： 新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、家庭内での児童虐待相談等が増 

えているのか。   

● 警察： 子どもの面前での夫婦喧嘩の相談は多くあり、児童相談所へ通告したケ 

ースもあった。 

 〇 委員： 昨年１２月に粟野中学校へ、スクールサポーターと交番の女性警察官に 

 

 



来てもらい話を聞いたが、生徒たちに大変好評だった。 

     来年度も警察の方に様々な場所に出向いてもらい、同様の取組をやって 

いただけるとありがたい。 

● 警察： 防犯教室や交通安全教室、地域警察官による巡回連絡等により、年間を 

通して広報啓発活動を行ったが、行き届いていない面もあると思われるの 

で、今後さらに推進していきたい。  

〇 委員： 現在、敦賀署管内には暴力団事務所はないのか。 

● 警察： 管内にあった正木組の事務所については、現在、使用差し止めになって

いる。 

〇 委員： 最近、ロードバイク等の自転車が数多く走っているのを見かけるように 

なった。 

自転車が関係する交通事故の啓発活動として、道路に看板を立てる等の

対策を行ってもらいたい。 

● 警察： 道路管理者と協議しながら対策を行いつつ、今後も警察では、交通安全

教育により注意喚起を行っていく。 

 

 


